
グランビルの法則テスト 

 

■第 1 問 

 

グランビルの法則とは、何を基準に売買ポイントを判断する理論か答えなさい。 

 

A. ボリンジャーバンド 

 B. 移動平均線と価格の関係 

 C. RSI の数値 

 D. 出来高のみ 

解答：＿＿＿＿＿＿ 

 

■第 2 問 

 

下の図を見て、A〜H に当てはまるグランビルの法則の売買ポイントを答えなさい。 

 

買いポイント → K1〜K4、売りポイント → U1〜U4 （図を見ながらすべて答えなさい） 

A → ＿＿＿＿ 

 B → ＿＿＿＿ 

 C → ＿＿＿＿ 

 D → ＿＿＿＿ 

 E → ＿＿＿＿ 

 F → ＿＿＿＿ 

 G → ＿＿＿＿ 

 H → ＿＿＿＿ 

 



■第 3 問 

 

K1・U1 の売買ポイントの特徴として正しいものを選びなさい。 

 

A. 移動平均線付近で反発するポイント 

 B. 移動平均線から大きく乖離したポイント 

 C. 移動平均線をブレイクするポイント 

 D. 深い押し目・戻りのポイント 

 

解答：＿＿＿＿＿＿ 

 

■第 4 問 

 

K2・U2 の売買ポイントでは、特に何に注目することが重要か答えなさい。 

 

A. 出来高 

 B. RSI 

 C. 線の向きとローソク足の形 

 D. ボリンジャーバンド 

 

解答：＿＿＿＿＿＿ 

 

■第 5 問 

 

K3・U3 の売買ポイントは、どのような場面か答えなさい。 

 

A. 移動平均線から大きく乖離した場面 

 B. 移動平均線付近で反発する場面 

 C. レンジ相場の中央付近 

 D. 移動平均線を完全に割り込む場面 

 

解答：＿＿＿＿＿＿ 

 

 

 

 

 

 



■第 6 問 

 

K4・U4 の売買ポイントが「基本的にやらない」とされる理由として最も適切なものを選

びなさい。 

 

A. トレンドが存在しないから 

 B. スプレッドが広いから 

 C. 逆張りになりやすいから 

 D. 出来高が少ないから 

解答：＿＿＿＿＿＿ 

 

■第 7 問 

 

K1・U1 のメリットとして正しいものを選びなさい。 

 

A. 損切り位置が分かりやすい 

 B. トレンド初動を掴める可能性がある 

 C. 反発すれば大きく伸びやすい 

 D. 天井・底を当てやすい 

 

解答：＿＿＿＿＿＿ 

 

■第 8 問 

 

K1・U1 のデメリットとして正しいものを選びなさい。 

 

A. 再現性が高すぎる 

 B. 深押し・戻しが起きやすい 

 C. ダマシやレンジになる可能性がある 

 D. 損切り位置が不明確 

 

解答：＿＿＿＿＿＿ 

 

 

 

 

 

 



■第 9 問 

 

K2・U2 のメリットとして最も適切なものを選びなさい。 

 

A. 天井・底を狙いやすい 

 B. 分かりやすく、損切り位置が明確 

 C. 必ずトレンド転換する 

 D. レンジ相場に強い 

 

解答：＿＿＿＿＿＿ 

 

■第 10 問 

 

K2・U2 のデメリットとして正しいものを選びなさい。 

 

A. 抜けた判断が難しい 

 B. トレンドが発生しない 

 C. エントリー回数が多すぎる 

 D. 移動平均線を使わない 

 

解答：＿＿＿＿＿＿ 

 

■第 11 問 

 

K3・U3 のメリットとして正しいものを選びなさい。 

 

A. レンジ相場専用である 

 B. トレンド初動しか狙えない 

 C. 反発すれば伸びやすい 

 D. ダマシが絶対にない 

 

解答：＿＿＿＿＿＿ 

 

 

 

 

 

 



■第 12 問 

 

K3・U3 のデメリットとして正しいものを選びなさい。 

 

A. 深押し・戻しの可能性がある 

 B. 必ずレンジになる 

 C. 損切りが置けない 

 D. 移動平均線を使わない 

 

解答：＿＿＿＿＿＿ 

 

■第 13 問 

 

K4・U4 のメリットとして正しいものを選びなさい。 

 

A. 損切り位置が不明確 

 B. トレンド転換を必ず狙える 

 C. 天井・底を当てられる可能性がある 

 D. 再現性が非常に高い 

 

解答：＿＿＿＿＿＿ 

 

 

■第 14 問 

 

K4・U4 のデメリットとして正しいものを選びなさい。 

 

A. 損切り位置が分かりやすい 

 B. 順張りになりやすい 

 C. 再現性が低い 

 D. 必ず勝率が高い 

 

解答：＿＿＿＿＿＿ 

 

 

 

 

 



■第 15 問 

 

グランビルの法則は、何を知るための法則か答えなさい。 

 

A. 経済指標の発表時間 

 B. 相場の原理原則 

 C. ファンダメンタル分析 

 D. 出来高分析 

 

解答：＿＿＿＿＿＿ 

 

■第 16 問 

 

 

グランビルの法則において、再現性を高めるために重要なものを選びなさい。 

 

A. ローソク足のプライスアクション 

 B. スプレッド 

 C. 通貨ペアの名前 

 D. レバレッジ倍率 

 

解答：＿＿＿＿＿＿ 

 

■第 17 問 

 

移動平均線が上を向いている時、どのようなバイアスになりやすいか答えなさい。 

 

A. 下落バイアス 

 B. レンジバイアス 

 C. 上昇バイアス 

 D. 無方向 

 

解答：＿＿＿＿＿＿ 

 

 

 

 

 



■第 18 問 

 

移動平均線が横向きの時、相場はどのようになりやすいか答えなさい。 

 

A. 強い上昇トレンド 

 B. 強い下降トレンド 

 C. 急騰相場 

 D. レンジ相場 

 

解答：＿＿＿＿＿＿ 

 

■第 19 問 

 

移動平均線が意識される理由として最も適切なものを選びなさい。 

 

A. 多くのトレーダーが見ている価格帯だから 

 B. 必ず反発するから 

 C. インジケーターの中で最強だから 

 D. 経済指標と連動しているから 

 

解答：＿＿＿＿＿＿ 

 

■第 20 問 

 

何度も反応した移動平均線は、その後どうなりやすいか答えなさい。 

 

A. 意識されなくなる 

 B. さらに意識されやすくなる 

 C. 消滅する 

 D. 必ずブレイクされる 

 

解答：＿＿＿＿＿＿ 

 

 

 

 

 

 



■第 21 問 

 

「移動平均線は結果であって原因ではない」とは、何を意味しているか答えなさい。 

 

A. 移動平均線だけで相場は動かない 

 B. 移動平均線が未来を予測する 

 C. 移動平均線が価格を動かしている 

 D. 移動平均線は不要である 

 

解答：＿＿＿＿＿＿ 

 

■第 22 問 

 

移動平均線とローソク足は、なぜ乖離し続けないのか答えなさい。 

 

A. 必ず経済指標があるから 

 B. 出来高が減るから 

 C. 離れすぎると戻る力が働きやすいから 

 D. スプレッドが広がるから 

 

解答：＿＿＿＿＿＿ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



答え 

 

問題 1 B 

 問題 2   

A → K1（買い 1） 

B → U1（売り 1） 

C → K3（買い 3） 

D → U3（売り 3） 

E → K2（買い 2） 

F → U2（売り 2） 

G → K4（買い 4） 

H → U4（売り 4） 

 

 問題 3 C 

 問題 4 C 

 問題 5 B 

 問題 6 C 

 問題 7 B 

 問題 8 C 

 問題 9 B 

 問題 10 A 

 問題 11 C 

 問題 12 A 

 問題 13 C 

 問題 14 C 

 問題 15 B 

 問題 16 A 

 問題 17 C 

 問題 18 D 

 問題 19 A 

 問題 20 B 

 問題 21 A 

 問題 22 C 


